
〔
資
料
紹
介
〕

線畿幾滋議懇緩総務線機

劇
団
C
B
C
関
連
資
料

ー
長
谷
川
敬

(
芸
名
一
芹
江
敬
)
氏
所
蔵
写
真
か
ら
|

は
じ
め
に

中
部
日
本
放
送

(
C
B
C
)
が
昭
和
二
十
六
年
の
開
局
以
来
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ

に
力
を
入
れ
、
「
劇
団

C
B
C
」
と
い
う
放
送
劇
団
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
つ

(注
1
)
(
注
2
)

い
て
は
前
稿
で
述
べ
た
。
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
は
劇
場
に
行
か
な
い
「
お
茶
の
間
フ
ァ

ン
」
と
い
う
新
し
い
聴
衆
を
生
み
出
し
、
ま
た
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
を
元
と
し
た
劇

が
劇
場
で
演
じ
ら
れ
て
新
し
い
フ
ァ
ン
を
劇
場
に
集
め
る
な
ど
、
東
海
地
域
の

演
劇
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
筆
者
も
所
属
す
る
「
メ
デ
ィ
ア
と
古
典
芸

能
研
究
会
」
は
、
活
動
の
一
環
と
し
て
「
東
海
民
放
倶
楽
部
『
音
風
景
の
会
』
」

の
方
々
の
ご
協
力
を
頂
き
、
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
の
放
送
台
本
・
放
送
音
源
・
舞
台

写
真
の
収
集
・
整
理
・
デ
ジ
タ
ル
保
存
を
試
み
て
い
る
。
今
回
は
元
劇
団
員
の

長
谷
川
敬
(
芸
名
一
芹
江
敬
)
氏
よ
り
御
提
供
頂
い
た
昭
和
二
十
年
代
・
一
二
十

年
代
の
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
写
真
か
ら
、
劇
団
C
B
C
が
「
声
優
」
の
団
体
で
あ

り
な
が
ら
舞
台
演
劇
に
も
進
出
し
、
東
海
地
域
の
演
劇
界
に
新
し
い
音
楽
・
演

出
な
ど
を
も
た
ら
し
た
、
広
義
の
「
放
送
文
化
」
に
関
わ
る
資
料
を
紹
介
し
た

い
。
今
回
は
長
谷
川
氏
所
蔵
の
写
真
の
紹
介
に
留
め
、
こ
の
写
真
の
意
味
・
地

域
の
演
劇
界
に
劇
団
C
B
C
が
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
別
稿
を
期
す
。

飯
塚
恵
理
人

長
谷
川
氏
所
蔵
の
写
真
一
覧

以
下
に
今
回
提
供
し
て
頂
い
た
長
谷
川
氏
所
蔵
の
写
真
一
覧
と
簡
単
な
説
明

を
示
す
。

写
真
1

写
真
2

写
真
3

写
真
4

写
真
5

写
真
6

昭
和
二
十
九
年
四
月
、

C
B
C
玄
関
前
に
て

C
B
C
第
二
ス
タ
ジ
オ
に
て
名
古
屋
市
芸
術
祭
参
加
ラ
ジ
オ
ド
ラ

マ
「
鏡
の
中
の
倭
姫
」
出
演
者
左
よ
り
柳
有
、
藤
岡
ひ
ろ
子
、
浦
野

光
、
舟
木
淳
、
芹
江
敬
(
長
谷
川
敬
)
、
宮
田
桂
、
大
村
一
平
、
中

山
民
生
、
田
中
幸
子

昭
和
二
十
八
年
夏
、

C
B
C
玄
関
前
に
て

昭
和
三
十
年
四
月
二
十
七
・
二
十
八
日
、
名
古
屋
市
大
須
の
新
歌
舞

伎
座
に
て
北
条
秀
司
作
「
霧
の
音
」
左
よ
り
子
役
、
中
村
嘉
奈
子
、

芹
江
敬
、
大
村
一
平
、
松
原
実
智
子

同
公
演
左
よ
り
井
藤
敬
子
、
松
原
実
智
子
、
芹
江
敬
、
松
川
佳
澄
、

宮
田
桂
、
藤
岡
広
子

同
公
演
左
よ
り
松
川
佳
澄
、
森
孝
子
、
井
藤
敬
子
、
大
村
一
平
、

松
原
実
智
子
、
芹
江
敬
、
中
村
嘉
奈
子

181 文化情報学部紀要，第13巻， 2013年， 181ー 189頁



飯塚恵理人/劇団CBC関連資料

写
真
7

写
真
8

写
真
9

写
真
日

写
真
日

写
真
ロ

昭
和
三
十
三
年
七
月
五
・
六
日
、
愛
知
県
立
文
化
会
館
に
て

C
B
C

劇
団
公
演
新
藤
兼
人
作
・
演
出
「
愛
の
調
べ
」
の
舞
台
稽
古
折

畳
椅
子
に
腰
か
け
て
い
る
の
が
作
・
演
出
の
新
藤
兼
人

昭
和
二
十
八
年
秋
、

C
B
C
第
四
ス
タ
ジ
オ
に
て
前
列
左
よ
り

大
賀
祥
子
、
松
川
佳
澄
、
中
村
嘉
奈
子
後
列
左
よ
り
千
藤
洋
(
効

果
団
員
)
、
漫
才
師
・
南
道
郎
、
浦
野
光
、
永
井
百
合
子
、
芹
江
敬
、

中
山
民
生
、
高
橋
か
っ
子
当
時
人
気
が
あ
っ
た
漫
才
師
の
南
道
郎

が
レ
ギ
ュ
ラ
ー
で
出
演
し
て
い
た
。

昭
和
三
十
五
年
三
月
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
東
京
ゼ
ロ
ア
ワ
l
」

左

よ
り
芹
江
敬
、
関
弘
子
こ
の
番
組
は

C
B
C
を
キ

I
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て

T
B
S
他
で
放
映
さ
れ
た
。
当
時
の
東
京
で
著
名
な
女

優
で
あ
っ
た
関
弘
子
が
出
演
し
て
い
る
。

昭
和
三
十
二
年
秋
放
送
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
0
・
ヘ
ン
リ
イ
劇
場
・

最
後
の
一
葉
」
左
よ
り
芹
江
敬
、
東
宝
劇
団
の
藤
波
?
子
(
不
明
。

。
き
ょ
う
こ
。
か
)
こ
の
番
組
も

C
B
C
を
キ

I
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て

T
B
S
他
で
放
映
さ
れ
た
。

昭
和
二
十
九
年
五
月
、
豊
橋
市
公
会
堂
に
て
ラ
ジ
オ
・
バ
ラ
エ
テ
ィ

番
組
「
ナ
ナ
オ
ラ
劇
場
」
の

C
B
C
豊
橋
支
社
開
局
記
念
公
開
録

音
左
よ
り
漫
才
師
・
国
友
昭
二
(
舞
台
下
手
へ
歩
い
て
い
る
人
物
)
、

芹
江
敬
、
漫
才
師
・
南
道
郎
演
奏
は

C
B
C
管
弦
楽
団

昭
和
二
十
九
年
夏
、
劇
団

C
B
C
集
合
写
真
一

1
三
期
生
ま
で

劇
団

C
B
C
の
役
割
と
地
元
演
劇
文
化
へ
の
貢
献

劇
団

C
B
C
は
番
組
制
作
の
た
め
に
生
ま
れ
た
「
芦
優
L

の
劇
団
で
あ
る
。

し
か
し
昭
和
二
十
年
代
後
半
の

C
B
C
は
ジ
ャ
ズ
や
流
行
歌
な
ど
を
パ
ッ
ク

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
使
用
す
る
な
ど
、
時
代
の
要
請
に
応
え
た
新
し
い
ラ
ジ
オ
ド

ラ
マ
を
作
ろ
う
と
い
う
意
図
を
有
し
て
い
た
た
め
、

C
B
C
に
は
専
属
の
「
効

果
団
」
メ
ン
バ
ー
が
い
た
。
(
写
真
3
、
8
の
三
輪
保
雄
、
千
藤
洋
、
山
本
茂

夫
ら
)
ま
た
写
真
8
、
日
の
漫
才
師
南
道
郎
と
の
共
演
な
ど
既
成
の
ジ
ャ
ン
ル

を
超
え
た
共
演
や
バ
ラ
エ
テ
ィ
的
な
喜
劇
な
ど
も
作
っ
た
。

さ
ら
に
劇
団

C
B
C
は
放
送
劇
だ
け
で
は
な
く
、
舞
台
演
劇
に
も
進
出
し

た
。
写
真
4
、
5
、
6
、
7
は
昭
和
三
十
年
代
前
半
だ
が
劇
団
員
が
中
心
と
な
っ

て
舞
台
公
演
を
行
っ
た
時
の
写
真
と
な
る
。
こ
う
し
た
活
動
は
地
方
で
の
公
開

録
音
(
写
真
日
)
な
ど
を
通
し
て
、
よ
り
広
く
民
間
へ
広
ま
っ
て
い
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

ま
と
め

劇
団

C
B
C
は
民
放
草
創
期
か
ら
昭
和
三
十
年
代
前
半
の
、
特
に
ラ
ジ
オ

ド
ラ
マ
の
創
造
に
大
き
な
働
き
を
果
た
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
当
時
の
資
料
の

多
く
は
す
で
に
散
逸
し
、
メ
ン
バ
ー
、
出
演
作
品
、
出
演
作
品
の
台
本
・
音
源

な
ど
不
明
な
部
分
が
多
い
。
今
回
は
劇
団

C
B
C
の
元
劇
団
員
長
谷
川
敬
氏

の
資
料
を
紹
介
さ
せ
て
頂
い
た
が
、
今
後
も
存
命
の
劇
団
員
・
関
係
者
の
方
々

か
ら
資
料
を
提
供
し
て
頂
き
、
す
こ
し
で
も
そ
の
実
態
に
迫
り
た
い
と
思
う
。

写
真
9
、
日
は
テ
レ
ビ
の
方
で
あ
る
が
、
広
く
劇
団
員
以
外
の
女
優
と
の
演
技

交
流
を
行
っ
て
い
る
様
子
が
分
か
る
。
ま
た
「
C
B
C
を
キ
l
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て

T
B
S
他
で
放
映
さ
れ
た
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
当
時
の

C
B
C
も

す
で
に
東
京
か
ら
俳
優
・
女
優
を
招
い
て
ド
ラ
マ
を
制
作
す
る
な
ど
し
て
、

C
B
C
が
ド
ラ
マ
制
作
の
分
野
で
全
国
キ

I
局
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
多

く
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
も
関
係
者
か
ら
台
本
等
を
提
供
し
て
頂
き
、
劇
団

C
B
C

が
演
劇
に
も
た
ら
し
た
新
し
さ
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
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、迂

①
拙
稿
「
中
部
日
本
放
送
放
送
劇
団
の
資
料
に
つ
い
て
」
「
椙
山
女
学
園
大
学
研
究
論
集
」
第

四
三
巻
人
文
科
学
編
、
椙
山
女
学
園
大
学
、
六
一
六
八
頁
、
一
一

O
一二

②
拙
稿
「
昭
和
二
十
年
代
・
二
一
十
年
台
の

C
B
C
ラ
ジ
オ
劇
関
係
資
料
に
つ
い
て
」
「
椙
山

女
学
園
大
学
文
化
情
報
学
部
紀
要
」
第
一
一
一
巻
、
椙
山
女
学
園
大
学
文
化
情
報
学
部
、

一
六
九
|
一
七
人
頁
、
三

O
一
三

183 

補

記

本
稿
は
平
成
二
四
年
度
放
送
文
化
基
金
助
成
「
民
放
草
創
期
放
送
資
料
の
収

集
・
整
理
と
活
用
方
法
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
(
人
文
科
学
・
メ
デ
ィ
ア
と

古
典
芸
能
研
究
会
研
究
代
表
者
一
飯
塚
恵
理
人
)
に
よ
る
成
果
の
一
部
と
な

り
ま
す
。

一
い
い
づ
か
・
え
り
と
/
文
化
情
報
学
部
教
授

一
切

IE出
一
色
ぢ
⑤
宮
町
立
志
呂
田

EZ-Rな

文化情報学部紀要，第13巻， 2013年



飯塚恵理人/劇団CBC関連資料

写真1

写真2
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